
み
よ
し
の
の
歴
史
で
振
り
返
る

時
代
の
変
遷

【
１
９
４
５
〜
２
０
１
２
】

▼　

昭
和
初
期

大
衆
食
堂
、甘
味
店
と
し
て
狸
小
路
に
て
営
業
を
開
始
。

▼　

１
９
４
5（
昭
和
20
年
）

狸
小
路
に
て
甘
味
店
の
営
業
を
開
始
。

・
太
平
洋
戦
争
終
結
。

・
並
木
路
子
の『
リ
ン
ゴ
の
歌
』が
大
ヒ
ッ
ト
。

▼　

１
９
６
２（
昭
和
37
年
）

前
身
と
な
る
㈲
山
田
商
事
設
立
。

・
中
尾
ミ
エ
の『
可
愛
い
ベ
イ
ビ
ー
』流
行
。

▼　

１
９
６
７（
昭
和
42
年
）

餃
子
専
門
店「
み
よ
し
の
」３
条
店
ス
タ
ー
ト
。

・
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
、グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
大
流
行
。

▼　

１
９
７
０（
昭
和
45
年
）

「
日
劇
店
」開
店
。

・
日
本
万
国
博
覧
会
、大
阪
で
開
催
。

▼　

１
９
７
２（
昭
和
45
年
）

「
狸
小
路
店
」開
店
。

・
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。

【みよしの】

札幌の親戚の家に遊びに行ったのは、小

学校低学年の頃。「晩ご飯は、餃子ね」と叔

母さんが両家の子供たち６名を集め、餃

子の仕込みを始めた。満州からの引き揚

げ者であった親戚の家庭では、皮、あん

は全て手づくり。それも総勢11名分だか

ら、半端じゃない量だった。親戚の家の

子供たちは慣れたもので、さっさとあん

を皮に包んでゆく。私たち兄弟は勝手が

分からず、上手く包めない。そもそも生

まれてこの方、「餃子」なるものを食べたこ

とはもちろん、見たこともなかったのだ。

なんとか皆でわいわい楽しくやりなが

ら、やっと完成。子供の手のひらほどの

大きな餃子を沸騰した湯が入っている大

きな鍋に投入。水餃子となり、酢醤油で

食べる。初めて食べる餃子は、素晴らし

く美味かった。次の日の朝、残った餃子

が焼かれて食卓に並んだのを覚えている。

それが私の餃子初体験だ。

大人になって自分の意思で餃子を食べ

たのは、昭和55（1980）年頃、札幌に移り

住んでから。友人とすすきのに繰り出し、

日劇ビル１階にあった『みよしの』で食べ

た「ぎょうざカレー」だったと思う。値段

は覚えていないが、とにかく安くて旨かっ

た。そのうちに、すすきので飲んだ帰りに

は「おみやげぎょうざ」を買うようになっ

た。〆はラーメンじゃなく、餃子にビール。

ある時、東京から遊びに来た友人に「ホ

テルに戻ってから食べて」と渡したら驚い

ていた。こんなに旨い餃子が東京にあっ

たらいいのに、と。私は嬉しくて、以来、

道外から遊びに来る友人たちに「おみやげ

ぎょうざ」を渡すことが定番になった。た

今もお馴染みの日劇店は昭和45年
に開店。かれこれ41年目！

昭和52年当時、ぎょうざ１人前150円。セブンスター
１箱分という良心価格だ。

「安く！早く！おいしい！」の三拍子揃った「みよしの」は昭和42年に産声を上げた。
（写真は昭和50年代）

ぎ
ょ
う
ざ
と
い
え
ば「
み
よ
し
の
」。

札
幌
市
民
に
愛
さ
れ
て
、今
年
で
45
年
。

昭和61年、スーパー内のテナント店。
ファストフード感覚で餃子を味わうスタイルはたちまち人気に。

万
人
に
愛
さ
れ
る

餃
子
と
カ
レ
ー
を
融
合
し
た

「
ぎ
ょ
う
ざ
カ
レ
ー
」は

み
よ
し
の
の
定
番
に
。

昭和50年代に
大ヒットした、
「おみやげぎょうざ」。

・
日
本
列
島
改
造
論
で
土
地
ブ
ー
ム
に
。

▼　

１
９
７
３（
昭
和
48
年
）

「
㈱
み
よ
し
の
」設
立
。

・
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
騒
動
。

▼　

１
９
７
５（
昭
和
50
年
）

「
㈱
テ
ン
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
」に
社
名
変
更
。

・『
港
の
ヨ
ー
コ
・
ヨ
コ
ハ
マ
・
ヨ
コ
ス
カ
』大
ヒ
ッ
ト
。

▼　

１
９
７
７（
昭
和
52
年
）

「
み
よ
し
の
カ
レ
ー
」販
売
ス
タ
ー
ト
。

・
有
珠
山
大
噴
火
。

・
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
が
大
ヒ
ッ
ト
。

▼　

１
９
７
８（
昭
和
53
年
）

「
肉
し
ゅ
う
ま
い
」販
売
ス
タ
ー
ト
。

・
植
村
直
己
、犬
ぞ
り
単
独
行
で
北
極
点
に
到
達
。

▼　

１
９
８
３（
昭
和
58
年
）

Ｃ
Ｉ
・
食
器
な
ど
イ
メ
ー
ジ
一
新
。

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ『
お
し
ん
』が
爆
発
的
人
気
に
。

▼　

１
９
８
７（
昭
和
62
年
）

新
社
屋
、工
場
を
東
区
本
町
に
落
成
。

・
ゴ
ッ
ホ
の『
ひ
ま
わ
り
』、53
億
円
で
日
本
企
業
が
購
入
。

▼　

１
９
８
８（
昭
和
63
年
）

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
向
け
商
品

「
ス
ー
パ
ー
チ
ル
ド
ぎ
ょ
う
ざ
」発
売
開
始
。

・
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
。

▼　

１
９
９
０（
平
成
２
年
）

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
向
け
商
品

「
ス
ー
パ
ー
チ
ル
ド
し
ゅ
う
ま
い
」発
売
開
始
。

・
湾
岸
戦
争
始
ま
る
。

▼　

１
９
９
３（
平
成
５
年
）

郊
外
型
大
型
店
の
第
１
号
店「
清
田
店
」開
店
。

・
貴
花
田
、史
上
最
年
少
大
関
に
。

▼　

２
０
０
７（
平
成
19
年
）

「
チ
ル
ド
し
ゅ
う
ま
い
」販
売
再
開
。

・
郵
政
民
営
化
が
ス
タ
ー
ト
。

▼　

２
０
１
１（
平
成
23
年
）

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
併
設「
美
園
店
」開
店
。

・
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
、Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
初
優
勝
。

すすきので飲んだ帰りのお土
産に、手頃な「おみやげぎょ
うざ」が大人気だった。当時、
他には、高価な寿司折か天津
甘栗ぐらいしかなかった。

昭和52年頃の
「ぎょうざ弁当」、
「みよしのシューマイ」
（現在は販売終了）の
パッケージ。

⇦

昔今

おなじみのロゴマークも、時代に合わせて進化。

常に市民の懐に優しい存在であり続けた。

カ
レ
ー
と
餃
子
を
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る

と
い
う
新
発
想
は
た
ち
ま
ち
人
気
メ

ニ
ュ
ー
に
。

※新聞広告はすべて昭和50年代

052053


